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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、ここにおいて、前記決定するこ
とは、
　　　リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）
推定を実行することと、
　　　前記ＴＰＲ推定の結果に基づいて前記ＣＣＥのセットを決定することと
　を含む、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと
を備える方法。
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【請求項２】
　前記制約のうちの１つが、各アグリゲーションレベルについて、前記制御チャネルのた
めの利用可能な開始ＣＣＥを制限する制約を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記候補を評価することが、
　復号された情報ビットおよび復号された巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットから計算された
ＣＲＣ値に基づいて、候補についての無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導出し
ようと試みることと、
　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セットにお
ける候補の数を減らすことと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、ここにおいて、前記候補を評価することは、
　　　復号された情報ビットおよび復号された巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットから計算さ
れたＣＲＣ値に基づいて、候補についての無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導
出しようと試みることと、
　　　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セット
における候補の数を減らすことと
　を含む、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと、
　導出されたＲＮＴＩおよび仮定されたアグリゲーションレベルに基づいて、前記導出さ
れたＲＮＴＩに対応する望ましいＣＣＥのセットを含むユーザ機器（ＵＥ）固有の探索空
間を導出することと、
　前記導出されたＲＮＴＩに対する復号された候補に対応する仮定されたＣＣＥのセット
が前記望ましいＣＣＥのセットのサブセットでない、または前記望ましいＣＣＥのセット
に等しくない場合、ＣＲＣ失敗を宣言することと、
　前記ＣＲＣ失敗の前記宣言に応答して、前記復号された候補を破棄することと
を備える方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、ここにおいて、前記候補を評価することは、
　　　復号された情報ビットおよび復号された巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットから計算さ
れたＣＲＣ値に基づいて、候補についての無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導
出しようと試みることと、
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　　　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セット
における候補の数を減らすことと
　を含む、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと、
　同じセルの候補のセットに対してＣＲＣ合格が宣言された場合、かつ少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットが明示的マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）サポートに関連付けられていない場合、最も低いメトリックを有する少なく
とも１つの候補を破棄すること
を備える方法。
【請求項６】
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することが、
　導出されたＲＮＴＩを使用して、前記干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉
セルにおける送信を復号すること
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の復号候補のセットを特定することが、前記干渉セルのシステム帯
域幅、送信アンテナの数、またはキャリアタイプのうちの少なくとも１つに基づいて、前
記制御チャネルに対する考えられるペイロードサイズのセットを決定することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　複数のアグリゲーションレベルおよび前記決定されたペイロードサイズの各々について
前記制御チャネルの前記復号候補を復号しようと試みることをさらに備える、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＣＥのセットを決定することが、
　前記干渉セルの識別子、およびブロードキャストチャネルを復号することによって得ら
れた情報に基づいて、前記ＣＣＥに関する情報を導出すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、前記干渉
セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記解釈された情報を使用して、前記干渉セルにおける送信を復号することが、前記解
釈された情報を使用して、前記ＰＤＳＣＨのリソースブロック（ＲＢ）割振り、変調次数
、およびランクを決定することを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
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　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと、
　を備え、
　前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、前記干渉
セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）を含み、前記方法はさらに、
　割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロック（ＲＢ）に対してトラフィック対パイロッ
ト比（ＴＰＲ）検出を実行して、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ　ＲＢの各々におけるＰ
ＤＳＣＨ送信を検出することと、
　前記ＴＰＲ検出の結果と前記解釈された情報との比較に基づいて、前記ＰＤＣＣＨの前
記解釈された情報が正しいかどうかをチェックすることと
を備える方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと、
　を備え、前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、
前記干渉セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を含み、前記方法はさらに、
　割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロック（ＲＢ）に対してブラインド検出を実行し
て、対応するＰＤＳＣＨ情報を決定することと、
　前記決定されたＰＤＳＣＨ情報と前記解釈された情報との比較に基づいて、前記ＰＤＣ
ＣＨの前記解釈された情報が正しいかどうかをチェックすることと
を備える方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定する手段と、ここにおいて、前記決定する手
段は、
　　　リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）
推定を実行し、
　　　前記ＴＰＲ推定の結果に基づいて前記ＣＣＥのセットを決定する
　ように構成される、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定する手段と、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定する手段と、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号する手段と、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈する手段と、
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　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号する手段と
を備える装置。
【請求項１５】
　前記制約のうちの１つが、各アグリゲーションレベルについて、前記制御チャネルのた
めの利用可能な開始ＣＣＥを制限する制約を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記候補を評価する前記手段が、
　復号された情報ビットおよび復号された巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットから計算された
ＣＲＣ値に基づいて、候補についての無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導出し
ようと試み、
　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セットにお
ける候補の数を減らすように構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号する前記手段が
、
　導出されたＲＮＴＩを使用して、前記干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉
セルにおける送信を復号するように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数の復号候補のセットを特定する前記手段が、
　前記干渉セルのシステム帯域幅、送信アンテナの数、またはキャリアタイプのうちの少
なくとも１つに基づいて、前記制御チャネルに対する考えられるペイロードサイズのセッ
トを決定するように構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　複数のアグリゲーションレベルおよび前記決定されたペイロードサイズの各々について
前記制御チャネルの前記復号候補を復号しようと試みる手段をさらに備える、請求項１８
に記載の装置。
【請求項２０】
　前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、前記干渉
セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　前記解釈された情報を使用して、前記干渉セルにおける送信を復号する前記手段が、前
記解釈された情報を使用して、前記ＰＤＳＣＨのリソースブロック（ＲＢ）割振り、変調
次数、およびランクを決定するように構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、干渉セルにおいて送信される前
記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセットを前記決定に基づいて特定す
ることと、前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用される
べき、１つまたは複数の残存候補を決定することと、前記決定された１つまたは複数の残
存候補から前記制御チャネルを復号することと、前記復号された制御チャネルからの情報
を解釈することと、前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号
を支援するために干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復
号することと、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、ここにおいて、
前記少なくとも１つのプロセッサは、リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィ
ック対パイロット比（ＴＰＲ）推定を実行すること、および、前記ＴＰＲ推定の結果に基
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づいて前記ＣＣＥのセットを決定することによって前記ＣＣＥのセットを決定するように
構成される、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える装置。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、ここにおいて、前記決定するこ
とは、
　　　リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）
推定を実行することと、
　　　前記ＴＰＲ推定の結果に基づいて前記ＣＣＥのセットを決定することと
　を含む、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、前記制御チャネルを復号するために使用されるべき、１
つまたは複数の残存候補を決定することと、
　前記決定された１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと
を含む動作をコンピュータに実行させるためのコンピュータ実行可能コードを備える、コ
ンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により明確に本明細書に組み込まれる
、「BLINDLY DECODING INTERFERING CELL PDCCH TO ACQUIRE INTERFERING CELL PDSCH TR
ANSMISSION INFORMATION」と題する２０１１年１１月２日に出願された米国仮出願第６１
／５５４，８７４号と、やはり「BLINDLY DECODING INTERFERING CELL PDCCH TO ACQUIRE
 INTERFERING CELL PDSCH TRANSMISSION INFORMATION」と題する２０１２年６月２０日に
出願された米国仮出願第６１／６６２，００４号との優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、干渉セル（interfering cell）
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）送信
情報を取得するために干渉セル物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical D
ownlink Control Channel）をブラインド復号するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
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　これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気通信規
格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ
ｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によって公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバ
イル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイ
ルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービ
スを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡ
を使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）アンテナ技術を使用して、他のオープン規格とより良く統合するように設計されてい
る。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれ
て、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接
続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、概して
、１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ：control channel elements）のセットを、各アグリゲーションレ
ベルに関する利用可能なＣＣＥへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、干
渉セルにおいて送信される制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセットを前
記決定に基づいて特定することと、候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補
から制御チャネルを復号することと、復号された制御チャネルからの情報を解釈すること
と、解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために干
渉除去を実行する際に使用するための干渉セルにおける送信を復号することとを含む。
【０００６】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、概して
、１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定する手段と、干渉セルにおいて送信される制
御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセットを決定に基づいて特定する手段と
、候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から制御チャネルを復号する手段
と、復号された制御チャネルからの情報を解釈する手段と、解釈された情報を使用して、
サービングセルにおける送信の復号を支援するために干渉除去を実行する際に使用するた
めの干渉セルにおける送信を復号する手段とを含む。
【０００７】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を提
供し、該コンピュータプログラム製品は、概して、１つまたは複数のアグリゲーションレ
ベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各
アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣＥへの１つまたは複数の制約に基づいて
決定することと、干渉セルにおいて送信される制御チャネルのための１つまたは複数の復
号候補のセットを決定に基づいて特定することと、候補のセットを評価して、１つまたは
複数の残存候補から制御チャネルを復号することと、復号された制御チャネルからの情報
を解釈することと、解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支
援するために干渉除去を実行する際に使用するための干渉セルにおける送信を復号するこ
とと、のためのコードを有する、コンピュータ可読媒体を含む。
【０００８】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供し、装置は、概して、
１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御チ
ャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣＥ
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への１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、干渉セルにおいて送信される制御
チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセットを決定に基づいて特定することと、
候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から制御チャネルを復号することと
、復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、解釈された情報を使用して、サ
ービングセルにおける送信の復号を支援するために干渉除去を実行する際に使用するため
の干渉セルにおける送信を復号することと、を行うように構成された処理システムを含む
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク内の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、干渉セル物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）送信情報を取得するために干渉セル物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）をブラインド復号するための方法の流れ図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、例示的な装置中の異なるモジュール／手段／コ
ンポーネント間のデータフローを示す概念データフロー図。
【図９】本開示のいくつかの態様による、処理システムを採用する装置のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図。
【詳細な説明】
【００１０】
　添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明することを意図したも
のであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すことを意図したもの
ではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造およびコンポーネントをブロック図の形式で示す。
【００１１】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」と総称
される）様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、特
定の用途および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１２】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例として
は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（Ｐ
ＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示
全体にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェア
がある。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント
、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケ



(9) JP 5823629 B2 2015.11.25

10

20

30

40

50

ーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブル
ーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味す
ると広く解釈されたい。
【００１３】
　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコン
ピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピ
ュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディ
スクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または
命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用
され得、かつコンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることがで
きる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレ
イディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読
媒体の範囲内に含めるべきである。
【００１４】
　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）
１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１
０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、
発展型パケットコア（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業
者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続す
ることができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示して
いない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に
諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供
するネットワークに拡張され得る。
【００１５】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含む。ｅ
ＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホール
）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基地局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basi
c service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０
へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例には、セルラーフォン、スマートフォン
、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラップト
ップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイ
ス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメ
ラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１６】



(10) JP 5823629 B2 2015.11.25

10

20

30

40

50

　ｅＮＢ１０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１
１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と
、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワーク
（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ
１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭ
Ｅ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲー
トウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウ
ェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならび
に他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続さ
れる。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマル
チメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミング
サービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００１７】
　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２００の一
例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラー領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０８は
、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。より低
い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば
、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅＮ
Ｂ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２
０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワ
ーク２００のこの例には集中型コントローラはないが、代替構成では集中型コントローラ
が使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジ
ューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、す
べての無線関連機能を担う。
【００１８】
　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexin
g）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技術を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）またはＵ
ｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって公表された
エアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインター
ネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、お
よびＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）、およびＥｖｏｌｖｅ
ｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）など、ＣＤＭＡの他の変形態、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、ならびにＯＦＤＭＡを採用するＦｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭを採用する、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）に拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
ＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通
信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制
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約に依存することになる。
【００１９】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバ
ーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化は、デ
ータの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。データス
トリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、または
全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは、各
データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを
適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて空間的にプリコードされた各スト
リームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータストリーム
は、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これによ
り、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複
数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的
にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的に
プリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２０】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
タを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好なカ
バレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリームビー
ムフォーミング送信が使用され得る。
【００２１】
　以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照しな
がらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボ
ル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サ
ブキャリアは精密な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復元
することを可能にする、「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉に
対処するために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各Ｏ
ＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-
average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の
形態で使用し得る。
【００２２】
　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレーム（１
０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレームは、
２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリソース
グリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグリッド
は複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領域中に
１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリック
プレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリ
ソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブロック
は、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含み、７２個のリソース要素を有する。
Ｒ３０２、３０４として示されるように、リソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（Ｄ
Ｌ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることも
ある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ
：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各リソース
要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリ
ソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
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【００２３】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬのための
利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。
制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、設定可能なサイ
ズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに
割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソー
スブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、連続サブキャリアを含むデータセクション
をもたらし、それにより、単一のＵＥにデータセクション中の連続するサブキャリアのす
べてを割り当てることが可能になる。
【００２４】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロック
４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するために、
データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは
、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセ
クション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：
physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信し得
る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得
る。
【００２５】
　初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physic
al random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロックの
セットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵ
Ｌデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは
、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワ
ークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある特定
の時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）中で、または少数の連続サブフ
レームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣ
Ｈ試行だけを行うことができる。
【００２６】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルア
ーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤとともに示されて
いる。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を
実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間
のリンクを担う。
【００２７】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終端され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレイヤと
を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８にお
いて終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば
、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含む
いくつかの上位レイヤをＬ２レイヤ５０８の上に有し得る。
【００２８】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う
。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位レイ
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ヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリティ
と、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ５１２
は、上位レイヤデータパケットのセグメント化およびリアセンブリと、紛失データパケッ
トの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat reques
t）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブ
レイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）を割り振ることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作
を担う。
【００２９】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ２レイ
ヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）中
に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担う。
【００３０】
　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プ
ロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの機能を
実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基
づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを
行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信
と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担う。
【００３１】
　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な信号処
理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forwar
d error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature ph
ase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、
多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信
号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするために、コーディングとインターリ
ービングとを含む。次いで、コード化され変調されたシンボルは、並列ストリームに分割
される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域およ
び／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高
速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成さ
れて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤ
Ｍストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされ
る。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定
するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０に
よって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る
。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０
に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキ
ャリアを変調する。
【００３２】
　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通じて
信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、受
信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レイヤの
様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた任意
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の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空間スト
リームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯ
ＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高速フー
リエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを
時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアご
とに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、および
基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーショ
ンポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル
推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理
チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するた
めに復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ
／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３３】
　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プロセッ
サ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット・リアセンブリと、暗号の
復号（deciphering）と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは
、次いで、Ｌ２レイヤよりも上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に
与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得
る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応
答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担う
。
【００３４】
　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤよりも上のすべての
プロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、
コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化
および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルとト
ランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御
プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡ
ＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担う。
【００３５】
　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからチャネル推定器６
５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式を選択す
ることと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によって使
用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機
６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送信の
ためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３６】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６２０を
通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実装し
得る。
【００３７】
　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得る。メ
モリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プ
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ロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット・リアセンブリと、暗号の
復号（deciphering）と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセ
ッサ６７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ
／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮ
ＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００３８】
干渉セルＰＤＳＣＨ送信情報を取得するための干渉セルＰＤＣＣＨのブラインド復号　
　いくつかの態様では、ＵＥが干渉セルの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
に関するいくらかの情報を知っている場合、制御およびデータチャネル干渉除去（ＩＣ）
に関して、かなりのＩＣ利得が達成され得る。ＰＤＳＣＨ情報は、ランク、変調次数およ
び／またはリソースブロック（ＲＢ）割振りを含み得る。いくつかの態様では、他の適用
例（たとえば、ＳＷＩＭ）の場合、ＵＥは、より良い無線インターフェース選択のために
、セルのローディング状態を知ることを求める場合がある。
【００３９】
　典型的には、ＵＥはサービングセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を
復号することによって、そのサービングセルについてのＰＤＳＣＨ情報を決定し得る。し
かしながら、干渉セルの場合、ＰＤＣＣＨ情報が利用可能でない場合があり、したがって
、ＵＥはＰＤＳＣＨ情報を知ることができない。いくつかの態様では、ＵＥは、ＰＤＳＣ
Ｈ情報を決定するために、干渉セルのＰＤＣＣＨをブラインド復号し得る。
【００４０】
　いくつかの態様では、ＵＥは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical B
roadcast Channel）を復号することによって、干渉セルの物理ハイブリッドＡＲＱインジ
ケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indicator Channel）についての情
報を取得し得る。ＰＨＩＣＨ情報は、ＰＨＩＣＨの継続時間とＰＨＩＣＨへのリソース割
振りとを含み得る。セル識別子（ＩＤ）情報およびＰＨＩＣＨ情報から、ＵＥはセルの制
御チャネル要素（ＣＣＥ：Control Channel Element）構造を決定し得る。
【００４１】
　次いで、ＵＥは、セルの考えられるすべてのリソース要素グループ（ＲＥＧ：Resource
 Element Group）についてＲＥＧごとのトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ：Traffic 
to Pilot Ratio）を（各サブフレームについて）推定し得る。ＴＰＲ推定に基づいて、Ｕ
Ｅは、特定のＣＣＥがセルからのＰＤＣＣＨの潜在的な送信を有するかどうかを決定し得
る。このようにして、ＵＥは、どのＣＣＥが潜在的なＰＤＣＣＨ送信を有するかに関する
情報を有する。一態様では、高いＴＰＲは送信がある可能性があることを示し、低いＴＰ
Ｒは送信がない可能性があることを示す。
【００４２】
　しかしながら、ＵＥはまだ、ＰＤＣＣＨ送信のアグリゲーションレベル（たとえば、ア
グリゲーションレベル１、２、４または８）、アグリゲーションレベル内のＣＣＥの位置
、およびＣＣＥ内のＰＤＣＣＨのペイロードサイズを知らない。したがって、潜在的なＰ
ＤＣＣＨ送信を有する各ＣＣＥについて、ＵＥは、アグリゲーションレベル、ＣＣＥの位
置、およびペイロードサイズに基づいて、複数の組合せ（または復号候補）について復号
しなければならない可能性がある。
【００４３】
　いくつかの態様では、特定のアグリゲーションレベルに対応するＣＣＥは、概して、特
定のＣＣＥで開始する。たとえば、１６ＣＣＥ構造を仮定すると、アグリゲーションレベ
ル８の開始ＣＣＥは、ＣＣＥ０および８であり得る。同様に、アグリゲーションレベル４
の開始ＣＣＥは、ＣＣＥ０、４、８および１５であり得、アグリゲーションレベル２の開
始ＣＣＥは、あらゆる偶数番号のＣＣＥであり得る。アグリゲーションレベル１のＣＣＥ
は、１６個のＣＣＥのうちのいずれかであり得る。このように、一態様では、そのアグリ
ゲーションレベルの開始ＣＣＥに基づいて、そのアグリゲーションレベルで利用可能なＣ
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ＣＥに基づいた各アグリゲーションレベルについてのＣＣＥ（または復号候補）のセット
が決定され得る。
【００４４】
　したがって、たとえば、８個のＣＣＥの場合、アグリゲーションレベル１は８個の復号
候補を有し、アグリゲーションレベル２は４個の候補を有し、アグリゲーションレベル４
は２個の候補を有し、アグリゲーションレベル８は１個の候補のみを有する。したがって
、８個のＣＣＥあたり、ペイロードサイズごとに８＋４＋２＋１＝１５個の復号候補があ
り得る。
【００４５】
　同様に、４０個のＣＣＥの場合、アグリゲーションレベル１は４０個の候補を有し、ア
グリゲーションレベル２は２０個の候補を有し、アグリゲーションレベル４は１０個の候
補を有し、アグリゲーション８は５個の候補を有する。したがって、４０個のＣＣＥあた
り、４０＋２０＋１０＋５＝７５個の復号候補があり得る。
【００４６】
　さらに、ダウンリンクペイロードについて（たとえば、異なるダウンリンク制御情報（
ＤＣＩ：Downlink Control Information）フォーマットに対応する）６個の考えられるペ
イロードサイズがあり得る。たとえば、１０ＭＨｚシステムの場合、ペイロードサイズは
、４３のペイロードサイズを有するＦｏｒｍａｔ　１Ａ、２９のペイロードサイズ（各サ
ブフレーム中には図示せず）を有するＦｏｒｍａｔ　１Ｃ、４７のペイロードサイズを有
するＦｏｒｍａｔ　１（ＴＭ１／ＴＭ２／ＴＭ７）、４５のペイロードサイズ（ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ）を有するＦｏｒｍａｔ　１Ｄ、５７のペイロードサイズ（ＬＣＤＤまたはＳＦＢ
ＣまたはＴＭ８）を有するＦｏｒｍａｔ　２Ａ／２Ｂ、および５９のペイロードサイズを
有するＦｏｒｍａｔ　２（ＺＣＤＤ／２Ｃ（ＴＭ９）を含み得る。
【００４７】
　したがって、８個のＣＣＥの場合、ＵＥは１５＊６＝９０個の異なる復号候補について
復号を実行しなければならない可能性がある。同様に、４０個のＣＣＥの場合、ＵＥは７
５＊６＝４５０個の異なる復号候補について復号を実行しなければならない可能性がある
。
【００４８】
　Ｆｏｒｍａｔ　１Ｃは、典型的には、ブロードキャストチャネル（システム情報ブロッ
ク１（ＳＩＢ１）／ＳＩＢｘ）またはマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：Multicas
t control channel）のみに使用される。このようにして、いくつかの態様では、ＵＥは
５個のみのペイロードサイズまたはフォーマットについて復号を実行して、実装の複雑性
を低減し得る。いくつかの態様では、高い信号対雑音比（ＳＮＲ）の場合、ＵＥは１個の
ＣＣＥのみを復号し得る。また、ブラインド復号の数を減らすために、ＵＥは、ＣＣＥ、
たとえば同じＰＤＣＣＨからのＣＣＥをグループ化し得る。
【００４９】
　復号候補が復号されると、ＵＥは、復号された候補に対して誤り訂正手順を実行し、可
能性が低い候補を取り除くことができる。たとえば、誤り訂正手順にテイルバイティング
畳込み符号（ＴＢＣＣ：Tailbiting Convolutional Code）が使用され得、開始状態が終
了状態と一致しない候補は破棄され（たとえば、考慮の対象から外され）得る。一態様で
は、可能性が低い候補はまた、各復号の信頼度を示すエネルギーメトリックに基づいて決
定され得る。いくつかの態様では、これら２つの組合せを使用することもできる。誤り訂
正手順は、可能性のある復号された候補のセットをもたらす。
【００５０】
　可能性のある復号された候補は、典型的には、復号された（巡回冗長検査）ＣＲＣビッ
トが付加された復号情報ビットを含む。付加されたＣＲＣは、典型的には、送信機におい
て無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ：Radio Network Temporary Identifier）を用
いてスクランブル（たとえば、ＸＯＲ）される。いくつかの態様では、可能性のある各候
補について、ＵＥは、その情報ビットのみ（非ＣＲＣビット）に基づいてＣＲＣを計算し
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、次いで、計算されたＣＲＣと考えられる各ＲＮＴＩ値との間でＸＯＲ演算を実行し得る
。ＸＯＲ演算が復号されたＣＲＣをもたらす場合、ＸＯＲ演算で使用されるＲＮＴＩ値は
その候補の正しいＲＮＴＩ値として宣言される。いくつかの態様では、特定の復号候補に
ついて、いずれのＲＮＴＩ値も元のＣＲＣをもたらさない場合、復号候補は破棄される。
【００５１】
　次いで、ＵＥは残存候補に基づいて干渉セルのＰＤＣＣＨのコンテンツを解釈し得る。
次いで、ＵＥは解釈されたＰＤＣＣＨ情報を使用して、ＲＢ割振り、変調次数およびラン
クを含むＰＤＳＣＨ情報を決定し得る。ＰＤＳＣＨ情報は、サービングセルにおける送信
の復号を支援するための干渉除去に使用され得る。
【００５２】
　図７は、本開示のいくつかの態様による、干渉セル物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）送信情報を取得するために干渉セル物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）をブラインド復号するための、ＵＥによって実行され得る例示的な動作７００を示す
。一態様では、ＵＥはＵＥ１０２、２０６および／または６５０を含み得る。
【００５３】
　動作７００は、７０２において、１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、
潜在的に制御チャネルを含むＣＣＥのセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用
可能なＣＣＥへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することから開始し得る。７０４
において、干渉セルにおいて送信される制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補
のセットが決定に基づいて特定される。７０６において、候補のセットが評価されて、１
つまたは複数の残存候補から制御チャネルを復号する。７０８において、復号された制御
チャネルからの情報が解釈される。７１０において、解釈された情報が、サービングセル
における送信の復号を支援するために干渉除去を実行する際に使用するための干渉セルに
おける送信を復号するために、使用される。
【００５４】
　図８は、例示的な装置（たとえば、ＵＥ１０２）中の様々なモジュール／手段／コンポ
ーネント間のデータフローを示す概念データフロー図８００である。ＵＥ１０２は、１つ
または複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含むＣＣＥのセ
ットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣＥへの１つまたは複数の制約
に基づいて決定するモジュール８１２と、干渉セルにおいて送信される制御チャネルのた
めの１つまたは複数の復号候補のセットを決定に基づいて特定するモジュール８１４と、
候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から制御チャネルを復号するモジュ
ール８１６と、復号された制御チャネルからの情報を解釈するモジュール８１８と、解釈
された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために干渉除去を
実行する際に使用するための干渉セルにおける送信を復号するモジュール８２０と、１つ
または複数のｅＮＢ１０６に信号を送信し、１つまたは複数のｅＮＢ１０６から信号を受
信するトランシーバモジュール８２２とを含み得る。
【００５５】
　それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成され
た１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであるか、述べられたプロセス／アルゴ
リズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる
実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せで
あり得る。
【００５６】
　図９は、処理システム９１０を採用する装置（たとえば、ＵＥ１０２）のためのハード
ウェア実装形態の一例を示す図９００である。処理システム９１０は、バス９２０によっ
て概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス９２０は、処理シス
テム９１０の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスお
よびブリッジを含み得る。バス９２０は、プロセッサ９３２、モジュール９３４、９３６
、９３８、９４０、９４２、およびコンピュータ可読媒体９４４によって表される１つま
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たは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を互いに
リンクさせる。バス９２０はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電
力管理回路など、様々な他の回路をリンクさせ得るが、これらは当該技術分野においてよ
く知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００５７】
　処理システム９１０はトランシーバ９５０に結合される。トランシーバ９５０は、１つ
または複数のアンテナ９５２に結合される。トランシーバ９５０は、伝送媒体を介して様
々な他の装置と通信する手段を与える。処理システム９１０は、コンピュータ可読媒体９
４４に結合されたプロセッサ９３２を含む。プロセッサ９３２は、コンピュータ可読媒体
９４４に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プ
ロセッサ９３２によって実行されたとき、処理システム９１０に、任意の特定の装置のた
めの上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体９４４はまた、ソフ
トウェアを実行するときにプロセッサ９３２によって操作されるデータを記憶するために
使用され得る。処理システムは、モジュール９３４、９３６、９３８、９４０および９４
２をさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ９３２中で動作するか、コンピュー
タ可読媒体９４４中に存在する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッ
サ９３２に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれら
の何らかの組合せであり得る。一態様では、処理システム９１０は、ＵＥ６５０のコンポ
ーネントであり得、メモリ６６０、および／または、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセ
ッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る
。
【００５８】
復号されたＰＤＣＣＨ候補のためのさらなるプルーニングルール　
　いくつかの態様では、復号された各ＰＤＣＣＨ候補について（たとえば、ＴＢＣＣ復号
およびＲＮＴＩ導出の後）、導出されたＲＮＴＩおよび仮定されたアグリゲーションレベ
ルに基づいて、導出されたＲＮＴＩに対応するＵＥ固有の探索空間が導出され得る。ＵＥ
固有の探索空間は、典型的には、望ましいＣＣＥのセットからなる。一態様では、復号さ
れたＰＤＣＣＨ候補のための仮定された（１つまたは複数の）ＣＣＥのセットは、望まし
いＣＣＥのセットと比較され得る。仮定された（１つまたは複数の）ＣＣＥのセットが望
ましいＣＣＥのセットのサブセットであるか、または望ましいＣＣＥのセットに等しい場
合、ＣＲＣ合格（CRC pass）を宣言することができ、そうでない場合、ＣＲＣ失敗（CRC 
failure）を宣言することができる。たとえば、ＰＤＣＣＨ候補がアグリゲーションレベ
ル１およびＣＣＥインデックス５で復号され、導出されたＲＮＴＩがＸである場合、サブ
フレームインデックスおよびＸの値に基づいて、アグリゲーションレベル１のＵＥ固有の
探索空間は、たとえば、ＣＣＥ｛７，８，９，１０，１１，１２｝として導出され得る。
ＣＣＥインデックス５はＸに対応するＵＥ固有の探索空間に属さないので、復号されたＰ
ＤＣＣＨはフォールスアラームであり、破棄され得る。
【００５９】
　いくつかの態様では、ＣＲＣ合格した復号されたＰＤＣＣＨ候補のセットについて、同
じセルの同じサブフレーム内に同じＣ－ＲＮＴＩに対する２つ以上のＤＬ（またはＵＬ）
グラントがある場合、たとえば、同じセルについて同じサブフレームにあるＵＥに関する
ユニキャストＤＬ（またはＵＬ）グラントは多くとも１つなので、最も大きいメトリック
を有するものを選択し、他のものをドロップすることができる。
【００６０】
　いくつかの態様では、同じセルの同じサブフレーム内の同じＳＩ－ＲＮＴＩ、Ｐ－ＲＮ
ＴＩ、またはＲＡ－ＲＮＴＩに関するＣＲＣ合格した復号されたＰＤＣＣＨ候補のセット
について、たとえば、同じセルの同じサブフレームにあるＵＥに関するＳＩ－ＲＮＴＩ、
Ｐ－ＲＮＴＩ、またはＲＡ－ＲＮＴＩを有するグラントは多くとも１つなので、最も大き
いメトリックを有するものを選択し、他のものをドロップすることができる。
【００６１】
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　いくつかの態様では、ＣＲＣ合格した復号されたＰＤＣＣＨ候補のセットについて、同
じセルの同じサブフレーム内に重複するＣＣＥを有する２つ以上の候補グラントがある場
合、たとえば、１つのＣＣＥは同じセル上の同じサブフレーム内の多くとも１つのグラン
トを搬送し得るので、最も大きいメトリックを有するものを選択し、他のものをドロップ
することができる。
【００６２】
　いくつかの態様では、同じセルに関するＣＲＣ合格した復号されたＰＤＣＣＨ候補のセ
ットについて、対応するＤＣＩフォーマットがすべて明示的ＭＵ－ＭＩＭＯサポートに関
連付けられない限り（たとえば、ＤＣＩフォーマット１Ｄ、２Ｂ、および２Ｃ）、対応す
るＰＤＳＣＨ割当ては重複するリソースを有さない可能性がある。少なくとも１つのＤＣ
Ｉフォーマットが明示的ＭＵ－ＭＩＭＯサポートに関連付けられない場合、少なくとも１
つの候補、たとえば、最も低いメトリックを有するものをドロップすることができる。
【００６３】
　いくつかの態様では、ＦＤＤについてはサブフレーム０および５において、ＴＤＤにつ
いてはサブフレーム０、１、５および６において、復号されたＰＤＣＣＨ候補がＵＥ－Ｒ
ＳベースのＰＤＳＣＨ割当てに関連付けられ（たとえば、ＤＣＩフォーマット２Ｂおよび
２ＣによってスケジュールされたＰＤＳＣＨ）、リソース割当てが中央の６個のリソース
ブロックと少なくとも部分的に重複する場合、ＵＥ－ＲＳベースのＰＤＳＣＨは、１次同
期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＰＳＳ）および／または１次ブロードキャスト信号（
ＰＢＣＨ）があるときには中央の６個のＲＢにおいてサポートされないので、候補をドロ
ップすることができる。
【００６４】
　いくつかの態様では、コンテンツが解釈されたこれらの残存ＰＤＣＣＨについて、さら
なるクロスチェックが実行され得る。たとえば、割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロ
ックについて、ＴＰＲ検出を実行して、割り当てられた各リソースブロックのところにＰ
ＤＳＣＨ送信があるかどうかを特定することができる。ＴＰＲ検出の結果は、（たとえば
、比較によって）ＰＤＣＣＨコンテンツとクロスチェックされて、このＰＤＣＣＨ復号が
フォールスアラームであるかどうかを決定し得る。
【００６５】
　同様に、いくつかの態様では、割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロックに対してブ
ラインド検出が実行されて、これらの割り当てられたリソースブロックにおける対応する
ＰＤＳＣＨ送信方式、変調次数および／またはランクを決定し得る。ブラインド復号の結
果は、ＰＤＣＣＨコンテンツとクロスチェックされて、このＰＤＣＣＨ復号がフォールス
アラームであるかどうかを決定し得る。
【００６６】
　あるいは、いくつかの態様では、ブラインド検出結果はＰＤＣＣＨコンテンツを使用す
ることによって上書きされ得る。
【００６７】
　いくつかの態様では、上記の説明は、任意の新しい制御チャネルおよび関連する設計詳
細にも適用可能である。一例として、典型的には物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）に割り振られた領域でリソースを利用する拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）が導入
され得る。場合によっては、ｅＰＤＣＣＨは拡張ＣＣＥ（ｅＣＣＥ）に基づいて割り振ら
れたリソースであってもよく、拡張ＣＣＥ（ｅＣＣＥ）は、たとえば、従来型のＣＣＥの
一部であり得る。いずれの場合も、隣接セルにおけるｅＰＤＣＣＨベースの送信のブライ
ンド復号は、従来型のＰＤＣＣＨまたは他のタイプの制御チャネルに関して本明細書で説
明する技法を使用して同様に実行され得る。
【００６８】
　いくつかの態様では、上記の説明は任意の新しい制御チャネルと関連する設計詳細とに
も適用可能である。一例として、拡張ＣＣＥ（ｅＣＣＥ）に基づいて構築され得る拡張Ｐ
ＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）が導入され得る。隣接セルにおけるｅＰＤＣＣＨベースの送信
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のブラインド復号は同様に実行され得る。
【００６９】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置８００／９００は、図７の機能の各々を実行
する手段を含む。上述の手段は、上述の手段によって記載される機能を実行するように構
成された、装置８００および／または装置９００の処理システム９１０の上述のモジュー
ルのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム９１０は、
ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９と
を含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載される機
能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コン
トローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００７０】
　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例で
あることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特定の
順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。さらに、いくつかのステ
ップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップ
の要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定さ
れるものではない。
【００７１】
　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにするために
提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用することができる。したがって、特許
請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の文
言に矛盾しない最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのよ
うに明記されていない限り、「ただ１つの」を意味するものではなく、「１つまたは複数
の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は
「１つまたは複数の」を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、
本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は
、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さ
らに、本明細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に
記載されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素
も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明確に記載されていない限り、ミ
ーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号
することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉消去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記制約のうちの１つが、各アグリゲーションレベルについて、前記制御チャネルのた
めの利用可能な開始ＣＣＥを制限する制約を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
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　前記決定することが、
　リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）推定
を実行することと、
　前記ＴＰＲ推定の結果に基づいて前記ＣＣＥのセットを決定することと
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記候補を評価することが、
　復号された情報ビットおよび復号されたＣＲＣビットから計算されたＣＲＣ値に基づい
て、候補の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導出しようと試みることと、
　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セットにお
ける候補の数を減らすことと
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　導出されたＲＮＴＩおよび仮定されたアグリゲーションレベルに基づいて、前記導出さ
れたＲＮＴＩに対応する望ましいＣＣＥのセットを含むユーザ機器（ＵＥ）固有の探索空
間を導出することと、
　前記導出されたＲＮＴＩに対する復号された候補に対応する仮定されたＣＣＥのセット
が前記望ましいＣＣＥのセットのサブセットでない、または前記望ましいＣＣＥのセット
に等しくない場合、ＣＲＣ失敗を宣言することと、
　前記ＣＲＣ失敗の前記宣言に応答して、前記復号された候補を破棄することと
をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　同じセルの同じサブフレーム内の同じ導出されたＲＮＴＩについて複数の候補に対して
ＣＲＣ合格が宣言された場合、最大のメトリックを有する候補を選択し、残りの候補を破
棄すること
をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　同じセルの同じサブフレーム内の重複するＣＣＥを有する複数の候補に対してＣＲＣ合
格が宣言された場合、最大のメトリックを有する候補を選択し、残りの候補を破棄するこ
と
をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　同じセルの候補のセットに対してＣＲＣ合格が宣言された場合、かつ少なくとも１つの
ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットが明示的マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）サポートに関連付けられていない場合、最も低いメトリックを有する少なく
とも１つの候補を破棄すること
をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することが、
　導出されたＲＮＴＩを使用して、干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セル
における送信を復号すること
を含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記候補を評価することが、
　テイルバイティング畳込み符号（ＴＢＣＣ）メトリックを満たさない候補を考慮の対象
から外すことによって前記候補セットにおける候補の数を減らすこと
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記復号候補のセットを特定することが、前記干渉セルのシステム帯域幅、送信アンテ
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ナの数、またはキャリアタイプのうちの少なくとも１つに基づいて、前記制御チャネルに
ついて可能なペイロードサイズのセットを決定することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　複数のアグリゲーションレベルおよび前記決定されたペイロードサイズの各々について
前記制御チャネル候補を復号しようと試みることをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ＣＣＥのセットを決定することが、
　前記干渉セルの識別子、およびブロードキャストチャネルを復号することによって得ら
れた情報に基づいて、前記ＣＣＥに関する情報を導出すること
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、前記干渉
セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記解釈された情報を使用して、前記潜在的に干渉するセルにおける送信を復号するこ
とが、前記解釈された情報を使用して、前記ＰＤＳＣＨのリソースブロック（ＲＢ）割振
り、変調次数、およびランクを決定することを含む、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロック（ＲＢ）に対してトラフィック対パイロッ
ト比（ＴＰＲ）検出を実行して、前記割り当てられたＰＤＳＣＨ　ＲＢの各々におけるＰ
ＤＳＣＨ送信を検出することと、
　前記ＴＰＲ検出の結果と前記解釈された情報との比較に基づいて、前記ＰＤＣＣＨの前
記解釈された情報が正しいかどうかをチェックすることと
をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　割り当てられたＰＤＳＣＨリソースブロック（ＲＢ）に対してブラインド検出を実行し
て、対応するＰＤＳＣＨ情報を決定することと、
　前記決定されたＰＤＳＣＨ情報と前記解釈された情報との比較に基づいて、前記ＰＤＣ
ＣＨの前記解釈された情報が正しいかどうかをチェックすることと
をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定する手段と、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定する手段と、
　前記候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号
する手段と、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈する手段と、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号する手段と
を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記制約のうちの１つが、各アグリゲーションレベルについて、前記制御チャネルのた
めの利用可能な開始ＣＣＥを制限する制約を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記決定する手段が、
　リソース要素グループ（ＲＥＧ）に関してトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）推定
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を実行し、
　前記ＴＰＲ推定の結果に基づいて前記ＣＣＥのセットを決定するように構成される、Ｃ
１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記候補を評価する手段が、
　復号された情報ビットおよび復号されたＣＲＣビットから計算されたＣＲＣ値に基づい
て、候補の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を導出しようと試み、
　ＲＮＴＩを導出することができない候補を取り除くことによって、前記候補セットにお
ける候補の数を減らすように構成される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号する前記手段が
、
　導出されたＲＮＴＩを使用して、干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セル
における送信を復号するように構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記候補を評価する手段が、
　テイルバイティング畳込み符号（ＴＢＣＣ）メトリックを満たさない候補を考慮の対象
から外すことによって前記候補セットにおける候補の数を減らすように構成される、Ｃ１
８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記復号候補のセットを特定する手段が、
　前記干渉セルのシステム帯域幅、送信アンテナの数、またはキャリアタイプのうちの少
なくとも１つに基づいて、前記制御チャネルに対する考えられるペイロードサイズのセッ
トを決定するように構成される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　複数のアグリゲーションレベルおよび前記決定されたペイロードサイズの各々について
前記制御チャネル候補を復号しようと試みる手段をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記制御チャネルが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含み、前記干渉
セルにおける前記送信が、前記ＰＤＣＣＨに対応する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）を含む、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記解釈された情報を使用して、前記潜在的に干渉するセルにおける送信を復号する前
記手段が、前記解釈された情報を使用して、前記ＰＤＳＣＨのリソースブロック（ＲＢ）
割振り、変調次数、およびランクを決定するように構成される、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、干渉セルにおいて送信される前
記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセットを前記決定に基づいて特定す
ることと、前記候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネ
ルを復号することと、前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、前記解
釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために干渉除去
を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと、を行うよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える装置。
［Ｃ２９］
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　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　１つまたは複数のアグリゲーションレベルについて、潜在的に制御チャネルを含む制御
チャネル要素（ＣＣＥ）のセットを、各アグリゲーションレベルに関する利用可能なＣＣ
Ｅへの１つまたは複数の制約に基づいて決定することと、
　干渉セルにおいて送信される前記制御チャネルのための１つまたは複数の復号候補のセ
ットを前記決定に基づいて特定することと、
　前記候補のセットを評価して、１つまたは複数の残存候補から前記制御チャネルを復号
することと、
　前記復号された制御チャネルからの情報を解釈することと、
　前記解釈された情報を使用して、サービングセルにおける送信の復号を支援するために
干渉除去を実行する際に使用するための前記干渉セルにおける送信を復号することと
のためのコードを備える、コンピュータ可読媒体
を備えるコンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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